
設計 Story① 重希土類 Dy・Tb フリーのMAGFINE®を使用した IPM ロータの設計 

 

＜課題＞ 

・エアコン用コンプレッサや車載モータ用途の IPM 構造高効率モータに使われる Nd 焼結

磁石に含まれる重希土類（Dy、Tb）の資源調達リスクが高い。 

 

＜成果＞ 

・重希土類（Dy、Tb）フリーの異方性ボンド磁石（MAGFINE®）を使って IPM ロータを

設計したことで、資源調達リスクを軽減。 

 

＜事例の詳細＞ 

一般的に、エアコン用コンプレッサや車載モータには、Nd 焼結磁石を使った IPM 構造

の高効率モータが使用されている。そういったモータは、ロータの内側に Nd 焼結磁石を埋

め込むことで、磁石トルクに加えてリラクタンストルクを有効活用する IPM（Interior 

Permanent magnet）構造にすることで、トルクを増やしている。 

 

しかし、Nd 焼結磁石は板状の形状が最もコストメリットが高いため、IPM もその延長上で

設計され、リラクタンストルクの使用に限界があった。 

 

 

一方、当社が開発した異方性ボンド磁石MAGFINE®は、重希土類 Dy、Tb を含んでいない

ため資源調達リスクを軽減できるものの、Nd 焼結磁石の 1/2 の磁力であるため、同サイズ

で同出力を出すためには、ロータの設計を工夫する必要があった。 

設計ポイントとしては、磁力不足を補うために、下記トルクに関する式の①～④に関わる 

項目についてボンド磁石の利点である形状自由度を活かして設計するものとした。 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

解析例 

 

Nd 焼結磁石で構成されている Current model に対し、下記モデルにてMAGFINE®での 

検討を実施した。 

 

 

 

 



極数とリラクタンストルク（Lq-Ld）の関係 及び 極数と磁石重量の関係を下記に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果として下記に示すように同等トルク性能で希土類資源指数を 44％下げることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※2011 年時点の市況価格等をもとに算出 

 


